
「POWER」ボタン

「LED」ボタン

「MIC1」入力

「MIC2」入力

USB入力

TFカード入力

AUX入力

DC15V 充電入力

充電状態LED

「MIC VOL」ノブ

「VOLUME」ノブ

「BASS」ノブ

「ECHO」ノブ

「TREBLE」ノブ

「MODE / INST」ボタン

「◀◀ / VOL -」ボタン

「▶ / IN/OUT」ボタン

「▶▶ / VOL +」ボタン

「REC」ボタン

「TWS」ボタン

LEDディスプレイ

【ディスプレイ表示】

ボタン下のディスプレイには、BLUE、LINE、FMの状態が表示されます。

マイク音量調整するノブ。

音量を調節するノブ。

低音を調節するノブ。

マイクのリバーブを調整するノブ。

高音を調整するノブ。

モードの切り替えで、ワイヤレス接続、FM、AUX入力の3モード変更。

音楽の再生中に長押しすると原曲を消去、長押しすると元の歌が復元されます。

モードと押し方により、異なる動作をします。

・再生と一時停止のボタンです。

・FMモードでボタンを押すと、チャンネルが自動的に検索されます。

モードと押し方により、異なる動作をします。

・音楽再生モードで「前の曲」。

・FMモードで「前のチャンネル」。

・長押しで音量を下げる。

USBを接続し、ボタンを押して録音。

もう一度押すと、録音を再生します。

モードと押し方により、異なる動作をします。

・音楽再生モードで「次の曲」。

・FMモードで「次のチャンネル」。

・長押しで音量を上げる。

Bluetooth TWS機能と、繰り返し再生に使用します。

TWS接続のペアリング設定にも使用します。

MTs12-1 オンラインマニュアル

有線マイクの2本目の接続に使用します。

有線マイクの1本目の接続に使用します。

LED状態を変更するためのボタンです。

電源を入れるボタンです。

最大32GBまでのUSBメディアを認識します。

最大32GBまでのTFカードを認識します。

赤は充電中、緑で充電完了。

充電に使用します。

【各部の名称と操作】

モードがLINEに切り替えられた時に使用します。
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・元の歌手の音声機能

・音楽EQ機能(屋内/屋外)

・「BLUE」の表示のBluetoothモード

・「FM」の表示のラジオモード

・「LINE」の表示の外部オーディオモード

2. スピーカーに接続して、入力した音声信号を再生します。

1. Bluetooth状態「BLUE」で、送信デバイスにはスマホやiPadなどを用意します。

1. ラジオモード状態「FM」で、「▶ / IN/OUT」ボタンを押してステーション検索モードに入ります。

↓

↓

3. 検索後、リモコンを使って必要なチャンネルを選択します。

　リモコンを使用して数字を入力することで、すばやくチャンネルを選択することができます。

※本製品のFM周波数範囲は76～108Mhzで、検索プロセスには約2分かかります。合計50の周波数を保存できます。

2. 検索が完了するのを待ち、「◀◀ / VOL -」ボタンと「▶▶ / VOL +」ボタンで目的のステーションを選択します。

モード切り替えできるのは、通常モード以外で以下の3種類となります。

 元の歌手の音声機能

※接続に障害が発生した場合は、送信デバイスのすべてのバックグラウンドプログラムを閉じて下さい。

　その後、送信デバイスとのBluetooth接続を切り、スピーカーの電源を切った後、再度電源を入れて接続を再開します。

モード切替

↓

2. Bluetooth検索で、Bluetooth名が「(MoukeyMTs12-1)」となっているものを探します。

↓

3. Bluetooth名が「(MoukeyMTs12-1)」となっているものに接続します。

1. 外部オーディオモード状態「LINE」では、3.5mm TRSオーディオケーブルを用意します。

通常は、音楽再生モードとなっています。

32GB未満のUSB、またはTFカードに「MP3」のデータを入れる事で使用可能な機能となります。

音楽再生モードでは、以下の2つの機能の変更が可能です。

1. Bluetooth、USBフラッシュドライブ、またはTF再生音楽モードで、「MODE / INST」ボタンを長押しします。

↓

2. 元の歌手の音声機能が削除され、音楽モードのみが保持されます。

↓

3. 再度、「MODE / INST」ボタンを長押しすると元の歌手の音声機能が復元されます。

1. デフォルトはIN（屋内）となっており、「▶ / IN/OUT」ボタンを長押しすることでOUT（屋外）に変更されます。

↓

2. OUT（屋外）の状態で「▶ / IN/OUT」ボタンを長押しすることで、IN（屋内）に変更されます。

 音楽EQ機能(屋内/屋外)

【Bluetoothモード】

【ラジオモード】

【外部オーディオモード】

↓
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    ■ 注意

安全上のご注意

・この製品は、非熱帯気候条件下での使用にのみ適しています。

　熱帯気候条件下では危険を引き起こす可能性があります。

↓

↓

・上積み厳禁、過熱注意。製品の上に重量物を積まないでください。

　感電、やけど、火災、故障を防ぐため、湿度の高い場所や湿度の多い場所を避けて下さい。

・濡れた手で電源を抜き差ししないでください。

・背面プレートは分解しないでください。

・スピーカーの上部に花瓶や液体が入った容器などのものを置かないでください。風通し、放熱に影響が出る場合があります。

・この製品は、海抜2000メートル未満の場所での使用にのみ適しています。

　海抜2000メートル以上で使用すると、危険を引き起こす可能性があります。

・電力線の保護のため、踏んだり、絞ったり、引きずったりしないでください。

・本製品を長時間使用しない場合は、電源を切って抜いてください。

32GB未満のUSB、またはTFカードを入れる事で使用可能な機能となります。

BGMは録音できません。

【録音再生】

【録音手順】

REC機能

  Bluetooth TWSを終了します。

同一モデルの製品が2つ必要になります。

 最初の製品が「BLUE」モードに切り替えられた時、送信デバイスへのBluetooth接続でビープ音が2回鳴れば接続成功です。

 最初の機器はマスター、接続成功した機器がデフォルトでホストとなります。

↓

 2番目の製品が「BLUE」モードに切り替わり、「TWS」ボタンを2秒間押し続けます。

 接続音が聞こえた後、製品はデフォルトでスレーブとなります。

↓

↓

1. 複数のファイルを録音している場合、「◀◀ / VOL -」ボタンと「▶▶ / VOL +」ボタンで再生するファイルを選択します。

1. 「REC」ボタンを短く押して録音開始します。

2. 次に、短く押して録音を停止します。

3. 停止後、録音したファイルを再生できます。

　古い録音ファイルがある時、続けて自動再生される場合があります。

3. 通常の再生では1つの録音に戻り、リピート再生時はすべての録音を繰り返します。

【録音削除】

1. 複数のファイルを録音している場合、「◀◀ / VOL -」ボタンと「▶▶ / VOL +」ボタンで削除するファイルを選択します。

2.「REC」や「▶ / IN/OUT」ボタンで再生するか、「TWS」ボタンを短く押してリピート再生します。

↓

↓

【接続時】

【接続終了時】

「BLUE」モードで、マスターとスレーブにて「TWS」ボタンを2秒間押し続けます。

Bluetooth TWS機能

2.「REC」ボタンを長押しして削除します。
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・ 公共の場でご使用の際は、周りの方の迷惑にならないようご注意ください。

・音量が最小で、マイクから音声が入力されない場合、バッテリー管理システムで10分後に自動的に電源が切れる事があります。

　10分以内に音楽やマイクの音量が出力された場合は、バッテリー管理システムにて自動電源オフ時間を計算し直します。

・ リモコンの「POWER」ボタンを押して電源を切った10分以内に、再度「POWER」ボタンを押すことで電源を入れ直すことができます。

　電源を切って10分を超えると、バッテリー管理システムはすべての電源をオフにし、バッテリーを保護します。

・バッテリー残量が低くなると、音量は自動的に下がります。

　バッテリー残量が半分になった場合は、音量は最大の30から自動的に減少して24に調整されます。

　バッテリーが切れる直前の場合は、「ディーディー」という音が流れ、自動的に電源を切ります。

・充電しながら再生すると、スピーカーの最大出力は制限されます。プリアンプでは最大音量を26に制限します。

　利用者はリモコンのVOL+ボタンを押して音量を上げることができますが、最大26までとなります。

・バッテリー残量が不足している場合は、すぐに充電してください。

　バッテリー残量が不足したたま再生を続けると、スピーカーから異音が出て、バッテリー性能が低下する可能性があります。

・充電しながらの再生では、充電時間が長くなります。電源を切っての充電がおすすめです。

　充電しながら再生している場合、充電時間が12時間を超える場合があります。

・バッテリーのお手入れとして、長時間使用しない場合は3ヶ月に1回の充電が必要です。

　バッテリーの過放電により、バッテリー性能が低下して故障してしまう場合があります。

使用上のご注意

    ■ 注意
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